
ACPとグリーフの基本

JCHO横浜中央病院 総合診療科

小澤康太

ナースの星 ACP WEBセミナー



前回の復習

ACPでは本人の意思決定を何よりも尊重する





落とし穴にハマった失敗例

ACPでは本人の意思決定を何よりも尊重する

ことが正しいという姿勢を貫き、

家族に無理を押しつけてしまった。

Share をしなかった！！



前回の復習

ACPでは本人の意思決定を何よりも尊重する

ACPを行うためにはSDMが必要不可欠である



病状を受け止める

人生の意味を考える

生き様を思い出す

これからの希望を表現する

Decision

今の希望を表現する

支えを受け入れる

折り合いをつける

最期を迎える
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Shareとは、お互いの考え
を分かち合い･認め合うこと。

本人の意思を最大限尊重し
つつも、様々な事情（家族
の事情、医療者として譲れ
ないラインなど）も考慮し
なくてはならない。



前回の復習

ACPでは本人の意思決定を何よりも尊重する

ACPは意思決定プロセスの一部分でしかない

ACPを行うためにはSDMが必要不可欠である
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ACPは意思決定プロセスの一部分でしかない

失敗を防ぐためには

ACPでは本人の意思決定を何よりも尊重する

ACPを行うためにはSDMが必要不可欠である

この3つはどれが欠けてもダメ！！



ACPとグリーフの基本

JCHO横浜中央病院 総合診療科

小澤康太

ナースの星 ACP WEBセミナー
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Shareとは、お互いの考え
を分かち合い･認め合うこと。

グリーフの考え方が
役に立つ



・価値観とは？

・グリーフとは？ (グリーフとモーニング)

・なぜグリーフがACPに必要なのか？

もくじ



・価値観とは？

・グリーフとは？ (グリーフとモーニング)

・なぜグリーフがACPに必要なのか？

もくじ



価値観とは、自分を形成している要素 である

自分



価値観とは、自分を形成している要素 である



体験
感じる
考える

体験
感じる
考える

体験
感じる
考える

価値観はその人の過去から作られている



価値観とは、自分そのものである

価値観は自分を形づくる要素である。
価値観は過去の体験や感じ方によって作られる。

したがって、価値観が同じ人は存在しない。
つまり、人それぞれ大事なものは違う。

分かり合うことは不可能なので、認め合うことが重要。



・価値観とは？

・グリーフとは？ (グリーフとモーニング)

・なぜグリーフがACPに必要なのか？

もくじ



グリーフとは、喪失＋悲嘆 である。



自分 手

親

旅行

喪失 自分が大切にしていた価値観を失うこと



悲嘆 失った価値観が心の中で腐敗していくこと



グリーフとは、喪失＋悲嘆 である



①悲嘆を吐き出す

②新しい価値観で喪失を埋める

グリーフからの抜け出し方



グリーフからの抜け出し方

①悲嘆を吐き出す

モーニング＝蓋が開いている状態

サビ 重し



グリーフからの抜け出し方

②新しい価値観で喪失を埋める



グリーフ(喪失＋悲嘆)を抜け出すことで新たな自分(価値観)が
形づくられていく。

日本人は普段から感情を表に出さないので、グリーフから
モーニング(心の蓋が開いた状態)になるのが苦手。

何がモーニングの足枷になっているのか考え、取り除く必要
がある。

心の蓋は自分自身でしか開けられない。無理矢理開けようと
せず、寄り添い続けて、安心・安全な場を作るのが重要。

グリーフからモーニングを経て
新たな自分へ



・価値観とは？

・グリーフとは？ (グリーフとモーニング)

・なぜグリーフがACPに必要なのか？

もくじ



人生はグリーフから抜け出すことの繰り返し

人生にはグリーフ(喪失＋悲嘆)がたくさんある。
卒業、転職、結婚、死別、…など。

私たちはその度に儀式(卒業式、送別会、結婚式、
葬儀、…など)を行ってグリーフを抜け出して新
たな自分を形づくって生きている。

人生でグリーフが最も連続して起こるのは、歳を
重ねて死に向かうとき。



高齢化によるグリーフ -フレイル-



高齢化によるグリーフ –終末期-



人は死に近づいていく中で多くのグリーフを体験すること
になる。

ACP(人生会議)とは、その経過で変わっていく自分の価値
観を周囲の人に知っておいてもらうことである。

ACPを行う上で、価値観について知っておくこと、モーニ
ングしやすい環境を作れることは非常に有効となる。

グリーフを学び、実践できることには大きな価値がある。

なぜグリーフがACPに必要なのか



自分(の価値観)を知るためのオススメ品

他者(の価値観)に寄り添い、支えていくためには、

まず、自分自身(の価値観)を深く理解し、

自分の足でしっかりと立てるようになる必要がある。



脳内メーカー
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まとめ

・価値観とは、自分そのものである。

・グリーフとは、喪失＋悲嘆のこと。

・モーニングとは、心の蓋が開いている状態のこと。

・グリーフがACPに必要なのは、死に向かう中で患者･家族が
多くのグリーフを経験することになるから。

・自分自身の価値観を理解し、しっかりと立てていなければ、
患者･家族を支えることはできない。



無意識有能

有意識有能

有意識無能

無意識無能

知識

習慣

実践

成長の4段階

＝知らないからできない

＝知ってるけどできない

＝意識すればできる

＝意識しなくてもできる

WEBセミナー




